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振動や推力の変動が発生

信頼性の高いターボポンプの実現のために、
キャビティの応答性の解明が求められている

ＫとＭの大きさ
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背景

実験装置

結果

目的

結論

・キャビティの体積が小さくなる、平板翼、ＮＡＣＡ００１５翼、Ｃｌａｒｋ‐Ｙ 11.7%翼の順に減少する。

・加振周波数の影響は小さい。

ＫとＭの位相

・おおむね − ３０°～１０°であり、大きな位相遅れはない。

・ただし、クラウドキャビティの放出が頻繁なＮＡＣＡ００１５翼の場合は、６～８Ｈｚの場合に限り、Ｍに − ５０°～ − ４０°

の比較的大きい位相遅れが生じる

翼面キャビテーションの動特性の解明

圧力変動や流量変動に対してキャビティが

励振的に応答

キャビテーション

コンプライアンス

マスフローゲイン

ファクタ
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圧力変動に対する

キャビティ体積の変化率

流量変動（迎え角変動）に対する

キャビティ体積の変化率

：
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Flow

Fig.1 The liquid oxygen ｔurbopump
of LE‐7 engine (JAXA) Fig.2 Cavities in the inducer

Fig.3 A blade surface cavitation in a flat plate hydrofoil

Fig.4 The cavitation tunnel

Fig.5 The sketch of the test section

Fig.6 The shape of hydrofoils

Fig.8 Dynamic characteristics of the blade surface cavitation

(a)The flat plate hydrofoil

(b)The Clark‐Y 11.7% hydrofoil

(c)The NACA0015 hydrofoil翼弦中心周りに翼に回転振動を

与えられる構造となっている

Fig.7 Cavities of L/C=0.42 on the hydrofoils
(L : Cavity length, C :  Chord length)

(a)The flat plate hydrofoil (c)The NACA0015 hydrofoil

(b)The Clark‐Y 11.7% hydrofoil
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(a)Amplitude of K

(b)Phase of K

(c)Amplitude of M

(d)Phase of M


